
 
平成２１年１月２８日 

  
 
 
 

阪神電気鉄道株式会社 
 

 阪神甲子園球場の新しいシンボルマークとスローガンが決定 
 

阪神甲子園球場では、平成 19(2007)年 10 月から全面的なリニューアル工事を実施（平成

20(2008)年３月に第Ⅰ期工事完了）しており、今年３月に球場本体のリニューアルが完成する

予定です。これに合わせ、リニューアルによって新たに生まれ変わる阪神甲子園球場を表現す

る象徴として、同球場のシンボルマークを一新するとともに、スローガンを設定します。 

 

【新シンボルマーク】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【スローガン】 

 

 

（阪神甲子園球場で感動と喜びを） 

 

シンボルマークは、同球場のシンボルとして親しまれ、リニューアル後もその姿を継承する

スコアボードのシルエットを中心としたデザインになっています。後方から流れるラインは、

同球場が歩んできた 80 余年の歴史を、また横から流れるラインは、大きく広がる未来をイメ

ージし、２本のラインが重なり合うことで、歴史と伝統を継承しながら、リニューアルによっ

て新たな未来を切り開いていく同球場の姿勢を表現しています。同時に２本のラインは、同球

場にふりそそぐ光と風のイメージも含み、甲子園独特の空気感も表現しています。 

スローガンは、同球場がプロ野球及び高校野球の熱戦の場として、グラウンドでプレイする

選手、また来場されるファンがともに「感動」と「喜び」を分かち合える舞台であり続けると

ともに、リニューアルにより、来場者が観戦以外でも「感動」と「喜び」を味わえる球場とな

ることを、同球場が目指すべき姿として端的に表現しています。 

 以 上 


